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◆ユニット構成員　総数 29 名（教員 11 名／ポスドク 0 名／他機関 18 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 19 日
家族のための総合政策
ユニット名


















　　　◇本澤巳代子 / ベルント・フォン・マイデル編『家族のための総合政策−日独国際比較の視点から』2007 年
　　　◇本澤巳代子 / ベルント・フォン・マイデル編『家族のための総合政策Ⅱ−市民社会における家族政策−』2009 年

































  DNA サンプルの採取が難しい人骨から、同位体分析を用いて婚姻関係を解明する
　ストロンチウム同位体は水や食べ物を通じて体内に取りこまれ、15 歳くらいまで骨に蓄積さ
れます。このストロンチウム同位体の比率は地域ごとに異なる特徴をもっています。前述の北












◆ユニット構成員　総数 4 名（教員 3 名／ポスドク 0 名／他機関 1 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 20 日
アイソトープによる古代食性・婚姻
ユニット名





















































◆ユニット構成員　総数 14 名（教員 10 名／ポスドク 2 名／他機関 2 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 11 月 29 日
高度制御量子ビーム
ユニット名
























































    予防安全技術を高度化
◆ユニット構成員　総数 18 名（教員 4 名／ポスドク 1 名／他機関 13 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 14 日
人間行動支援
ユニット名












































◆ユニット構成員　総数 20 名（教員 6 名／ポスドク 0 名／他機関 14 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 26 日
人間機械共生系
ユニット名
  ユニット代表者    システム情報系　教授　稲垣 敏之
図 3：ドライブアシスト機能
● 国土交通省　自動車局「第 5 期先進安全自動車（ASV）推進検討会」副座長、「運転支援
設計検討分科会」分科会長（2011 −現在）
● 警察庁「安全運転支援システム（DSSS）有識者懇談会」委員（2009 − 2010）
● 国土交通省　自動車交通局「第 4 期先進安全自動車（ASV）推進検討会」座員（2006 −






















































● Ars Electornica 2011 (http://www.tsukuba.ac.jp/topics/20101216190034.html)
● Ars Electornica 2011 筑波大学キャンパス展図録
◆ユニット構成員　総数 11 名（教員 9 名／ポスドク 0 名／他機関 2 名）
社会への貢献・実績
キーワード　　メディア技術、メディア芸術、バーチャルリアリティ、デバイスアート、インタラクティブアート
取材：平成 25 年 7 月 19 日
工学・芸術連携
ユニット名

































































◆ユニット構成員　総数 15 名（教員 14 名／ポスドク 1 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 5 月 9 日
医療サービス科学
ユニット名








































◆ユニット構成員　総数 5 名（教員 5 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 1 日
視覚情報メディア
ユニット名















































ています ( 図 3)。このように、私たちは人 - ロボット間のインタラクションの理解などを深め
つつ、実際に技術を実用化するため、産業界との連携活動も活発に展開しています。
　つくばでは、多くの研究者がアイデアと技術を見せ合って
   技術を格段に進歩させてきた
　「つくばチャレンジ」は、市内の遊歩道で自律
移動ロボットを約 1.5 キロ走らせる課題に研究








◆ユニット構成員　総数 24 名（教員 20 名／ポスドク 1 名／他機関 3 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 22 日
学際的ロボティクス
ユニット名
  ユニット代表者    システム情報系　教授　坪内 孝司
● 学際的ロボティクスの基礎となる研究と、実問題を解決するための実応用研究を推進 
● 学際的ロボティクスの教育研究拠点と教育プログラムの形成 
● リーディング大学院等の先進的教育プログラム ( 人支援システム ) への参画 


















































◆ユニット構成員　総数 15 名（教員 15 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
キーワード　　ユビキタス、ネットワーキングアーキテクチャ、センサー情報処理、ヒューマンインタフェース、セキュア情報処理
取材：平成 25 年 9 月 18 日
次世代インタラクティブ情報通信基盤
ユニット名













































◆ユニット構成員　総数 20 名（教員 7 名／ポスドク 1 名／他機関 12 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 5 月 22 日
空間情報科学
ユニット名






























連続相 分散相 名称 例
気体 気体 ー 存在しない
気体 液体 エアロゾル 霧　防虫スプレー
気体 固体 エアロゾル 煙　粉塵
液体 気体 バブル 気泡
液体 液体 エマルション サラダドレッシング　マヨネーズ　ミルク
液体 固体 サスペンション 泥水　墨汁　味噌汁
固体 気体 固体コロイド 軽石　せんべい　布　スポンジ
固体 液体 固体コロイド 飽和土





















*1：マイクロメートル。1mm の 1000 分の 1
*2：長さの尺度で 1 μ m 以下。形は粒子、膜、繊 










◆ユニット構成員　総数 32 名（教員 17 名／ポスドク 2 名／他機関 13 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 5 月 7 日
生物資源コロイド工学
ユニット名











De Gennes  (2001) 
Jewell & Lynn  (2008) 



























































◆ユニット構成員　総数 12 名（教員 6 名／ポスドク 0 名／他機関 6 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 12 日
乾燥地における開発と環境保全の調和の実践
ユニット名


























































◆ユニット構成員　総数 17 名（教員 17 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 25 日
筑波大学複合生態系アグロスフィア
ユニット名
  ユニット代表者    生命環境系（農林技術センター）　教授　田島 淳史
図 2：農林技術センター全景
*1：人間の生活と自然のかかわりを評価する分野という意味を持たせた










































◆ユニット構成員　総数 6 名（教員 4 名／ポスドク 1 名／他機関 1 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 6 日
CUAR- みんラボ
ユニット名
  ユニット代表者    人間系　教授　原田 悦子




























































◆ユニット構成員　総数 12 名（教員 4 名／ポスドク 3 名／他機関 5 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 5 月 16 日
社会性樹立のホルモン基盤についての行動神経科学
ユニット名



























































● 2012 年 9 月 19 日、研究開発プロジェクト活動概要および経過報告　記者発表会、筑波
大学東京キャンパス
● 2012 年 10 月 20 日、シンポジウム「日本はなぜ女子スポーツ大国になったのか？」、国
立スポーツ科学センター
● 2013 年 3 月 28 日、成果報告カンファレンス「オリンピックにおける研究開発の最先端」、
筑波大学総合研究棟Ｄ
◆ユニット構成員　総数 12 名（教員 12 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 5 月 16 日
スポーツパフォーマンス研究開発
ユニット名





































































































































◆ユニット構成員　総数 31 名（教員 31 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 11 月 7 日
体育科教育学
ユニット名




































































    ゴリズムの検討
● e-wellness システムの提供
　 （図３）
◆ユニット構成員　総数 14 名（教員 4 名／ポスドク 3 名／他機関 7 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 23 日
スマートウェルネスシティの構築



























































































● 陸上競技場、体育館などの 13 の屋内施設、17 の屋外体育施設を広く社会に開放し、地 
　域社会のスポーツ振興に貢献
◆ユニット構成員　総数 12 名（教員 12 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 11 日
大学体育教育研究拠点
ユニット名






















































● 第 1 回国際オリンピック研究コロキウムに出席
● ドイツのオリンピック研究センターと連携協定を締結
● 「オリンピック教育」（英名：Journal of Olympic Education）の発行
◆ユニット構成員　総数 24 名（教員 16 名／ポスドク 0 名／他機関 8 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 6 日
オリンピック教育・研究拠点
ユニット名
























































◆ユニット構成員　総数 31 名（教員 19 名／ポスドク 5 名／他機関 7 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 20 日
BAMIS 身心統合スポーツ科学
ユニット名
  ユニット代表者    体育系　教授　征矢 英昭
● 国際フォーラム（3 回）、国内セミナー（37 回）、国際シンポジウムを実施
● 研究内容が The New York Times の記事に掲載−記事名「Brains and Brawn」「How 
Exercise Fuels the Brain」「How Testosterone May Alter The Brain After Exercise」
● PNAS，Neuron に論文が掲載
● 韓国との国際的な研究者組織「KATS」の創設
● 文科省より復興教育支援の委託事業として東北各地の小学校にて SPARTS プログラム
を実施
*1：スポーツと芸術を合せたプログラム。




































●タブレット PC での「運動学習・動作比較アプリ」による運動学習の ICT 支援
●世界水準のアスリート（なでしこジャパン）育成のための運動技術の学習
◆ユニット構成員　総数 3 名（教員 3 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績　　子ども、おとな、お年寄りからアスリートまで
取材：平成 25 年 5 月 23 日
運動能力研究
ユニット名
  ユニット代表者    体育系　教授　西嶋 尚彦






















































● 「日本体育協会・日本パラリンピック委員会 100 年史 part1」- スポーツで考える「環
境と共生」の時代 -（公財）日本体育協会・（公財）日本オリンピック委員会編・発行，
552-553，556-557
◆ユニット構成員　総数 7 名（教員 6 名／ポスドク 1 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 12 日
スポーツ政策
ユニット名
  ユニット代表者    体育系　教授　菊　幸一



















































◆ユニット構成員　総数 10 名（教員 10 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 17 日
世界遺産ガバナンス
ユニット名







● 世界遺産条約採択 40 周年記念事業「世界遺産と平和、持続可能性」を、国連大学と共催（平


















































◆ユニット構成員　総数 25 名（教員 16 名／ポスドク 0 名／他機関 9 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 13 日
次世代型粒子線がん治療の確立研究
ユニット名
  ユニット代表者    医学医療系　教授　櫻井 英幸
図 3：直線型加速器ベース BNCT 治療装置　概念図
● BNCT 分野において世界のスタンダードとなる治療技術、装置の開発、実用化
● 陽子線治療技術の高度化






● 異なる 2 つの粒子線治療を扱う世界でも類を見ない治療研究拠点の形成
図 2：BNCT のがん細胞のみを破壊する原理






































◆ユニット構成員　総数 20 名（教員 18 名／ポスドク 1 名／他機関 1 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 16 日
ゲノム医科学
ユニット名































































◆ユニット構成員　総数 17 名（教員 14 名／ポスドク 1 名／他機関 2 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 30 日
分子スポトロジー
ユニット名











*1： BMI（体格指数、Body Mass Index の略）は、肥満の程度をはかる指数で、計算式は「体重（kg）÷（身長（m）× 身長（m））」
　　です。BMI 値 25 以上の人が「肥満」と判定されます。
*2：肝臓に脂肪が過剰に蓄積した状態。肥満や飲酒が主な原因であると言われています。



























　  に与える影響を明らかにし、新しい生活 



























◆ユニット構成員　総数 28 名（教員 18 名／ポスドク 1 名／他機関 9 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 10 日
脂質エネルギー代謝
ユニット名

























































士論文を出版することが決定（Springer 社）Trends and Factors in Japan’s Long-
term Care Insurance System: Japan’s 10-year Experience. Pedro Olivares-Tirado, 
Nanako Tamiya Springer Briefs, 2014
● 人文社会系学際ユニット「家族のための総合政策」との共同で、グローバルエイジング
センター設立準備中（本学プレ戦略経費による）
◆ユニット構成員　総数 28 名（教員 19 名／ポスドク 0 名／他機関 9 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 17 日
ヘルスサービスリサーチ
ユニット名















使われている薬の効能を上げるための DDS *1 研究開発、そしてロボット工学による身体機能支
援システムの研究開発をすすめています。





















◆ユニット構成員　総数 13 名（教員 13 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 11 月 22 日
生体機能制御・再生研究グループ
ユニット名







*1：Drug Delivery System の略。薬を目的の患
　   部へ集中的に運ぶ技術のこと
*2：Center for Innovative Medicine and 　　
　   Engineering の略










































◆ユニット構成員　総数 8 名（教員 8 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 24 日
筑波発ナノ粒子の包括的臨床応用
ユニット名





















































◆ユニット構成員　総数 7 名（教員 7 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 19 日
先端医療技術・生体材料・医療機器臨床応用
ユニット名




● 医工連携フォーラム 2014 の主催（図３）















































◆ユニット構成員　総数 28 名（教員 28 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 18 日
絆社会継続発展モデルとしての小児難病総合
ユニット名














るため、日本の外科医師数は年々減少の一途をたどっており、20 年後には現在の 1/3 になると
予想されています。本リサーチユニットでは、質の高い外科治療を維持したまま研修期間の短
縮を目指し、手術シミュレーションシステムの開発と教材づくりに取り組んでいます。




























◆ユニット構成員　総数 24 名（教員 13 名／ポスドク 2 名／他機関 9 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 11 月 13 日
3D-CG バーチャル手術シミュレーションシステム
ユニット名
  ユニット代表者    医学医療系　教授　大河内 信弘
● 画像解剖を重視する外科手術と IT 技術の有機的結合と相乗効果は、医療界では最もイン 
　パクトあり。特に医学生のみならず、臨床に携わる医師の教育法として効果は多大
● 次世代型 3D-CG バーチャル手術シミュレーションシステムのデータを地域や国で集積、
　共有できる環境を構築することで手術手技の評価、集合知的解析が可能
● 日本の外科治療のレベルの底上げを図り、日本の癌医療水準均霑化の推進に貢献

























































◆ユニット構成員　総数 9 名（教員 4 名／ポスドク 0 名／他機関 4 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 19 日
文化遺産の保存・活用と理化学分析
ユニット名







































◆ユニット構成員　総数 7 名（教員 7 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 5 月 15 日
情報伝播の計量分析
ユニット名









































◆ユニット構成員　総数 13 名（教員 3 名／ポスドク 0 名／他機関 10 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 5 月 10 日
グローバル人材開発
ユニット名











































◆ユニット構成員　総数 9 名（教員 8 名／ポスドク 0 名／他機関 1 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 6 日
最先端分子によるバイオイメージング
ユニット名
  ユニット代表者    数理物質系　教授　新井 達郎
図 2：細胞内外で蛍光の ON/OFF がコントロール可能な蛍光プローブ



































































  ZigBee とソフトコンピューティングで救命戦略立案
　日本とインドネシアは世界有数の地震発生国ですので、２国が協力して地震発生後の人的被
害状況の時空間的な把握に力を入れています。特に、地震が起こって通信網が遮断された際に










● the 5th Int’l Symposium on Computational Intelligence and Industrial 
Applications の企画
● 第 8 回筑波大学ソフトコンピューティングセミナー開催
◆ユニット構成員　総数 15 名（教員 11 名／ポスドク 0 名／他機関 4 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 31 日
ソフトコンピューティング
ユニット名










































◆ユニット構成員　総数 9 名（教員 9 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 11 月 11 日
次世代プロダクトデザイン方法論
ユニット名
  ユニット代表者    システム情報系　准教授　星野 准一





























































育ちを支援する−教育の連続性と教育環境−」（2013 年 2 月 23 日開催、於つくば市庁舎）
● 自主シンポジウム「未来の子どもの育ち」をどう考え，支援するか− OECD キー・コン
ピテンシーを超えて：智・身体・芸術的感性を通した人・環境とのつながり−
◆ユニット構成員　総数 26 名（教員 26 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 21 日
未来の子ども育ち研究支援
ユニット名















































◆ユニット構成員　総数 15 名（教員 6 名／ポスドク 0 名／他機関 9 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 5 日
都市の OR
ユニット名























































◆ユニット構成員　総数 10 名（教員 7 名／ポスドク 0 名／他機関 3 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 5 日
データ工学・知識発見
ユニット名



































































◆ユニット構成員　総数 6 名（教員 6 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 22 日
行動決定の脳内情報処理機構
ユニット名
  ユニット代表者    医学医療系　教授　設楽 宗孝
図 4：報酬の価値判断に関わる神経細胞を
　　　特定するための実験と結果の一部























◆ HIIS ( ヒューマン・インフォメーション・インタラクション科学 )
図 1：脳活動の実験結果例（赤い箇所が活動部位）
















◆ユニット構成員　総数 4 名（教員 3 名／ポスドク 0 名／他機関 1 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 16 日
HIIS ( ヒューマン・インフォメーション・インタラクション科学)
ユニット名
  ユニット代表者    図書館情報メディア系　准教授　真榮城 哲也
● ASSIA 2013 - Asian Summer School in Information Access




































































◆ユニット構成員　総数 7 名（教員 4 名／ポスドク 0 名／他機関 3 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 8 日
知の共有基盤
ユニット名
























































◆ユニット構成員　総数 28 名（教員 28 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 5 月 9 日
フード・セキュリティー
ユニット名




























































◆ユニット構成員　総数 5 名（教員 5 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 23 日
プログラミング科学
ユニット名





● TSSS (Tsukuba Software Science Seminar) 講演会シリーズの開催
● Workshop on Staged Computation の開催











　2007 年に日本が署名した国連の障害者権利条約 *1 に代表されるように、国際的には、障害










































◆ユニット構成員　総数 14 名（教員 14 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
キーワード　　合理的配慮(reasonable accommodation)、インクルージョン、障害学生支援、ユニバーサル・キャンパス
取材：平成 25 年 8 月 23 日
高等教育における障害学生支援に関する研究
ユニット名





































































◆ユニット構成員　総数 15 名（教員 9 名／ポスドク 0 名／他機関 6 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 7 月 10 日
パブリックヘルスプロモーション
ユニット名










































　CKD 予防治療システムの均てん化 *1 を目指して









この連携システムの均てん化 * を目指し研究を進めていきます。またその中で CKD の早期発見
のためのマーカーを発見し今後 CKD の予防に役立てていきます。実際に 5 年後新たに透析を行
う患者を 15% 減らしそれが継続できるように、基礎・社会・臨床研究の融合により、生活習慣
に起因する CKD を予防する医療システムを構築するリサーチユニットを目指しています。
◆ユニット構成員　総数 17 名（教員 17 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 9 月 10 日
基礎・社会・臨床医学の連携による健康長寿の実現
ユニット名













































◆ユニット構成員　総数 12 名（教員 6 名／ポスドク 2 名／他機関 4 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 21 日
東アジアの伝統的民家・集落と環境
ユニット名

























































◆ユニット構成員　総数 5 名（教員 5 名／ポスドク 0 名／他機関 0 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 10 月 17 日
女性の健康と母性看護学に関連する研究
ユニット名

































































◆ユニット構成員　総数 6 名（教員 3 名／ポスドク 0 名／他機関 3 名）
社会への貢献・実績
取材：平成 25 年 6 月 17 日
レギュラトリーサイエンス
ユニット名
  ユニット代表者    医学医療系　教授　柳 健一
図 2：革新的シーズの実用化体制
*1 レギュラトリーサイエンス：医薬品食品衛生研究所
の内山充氏が提唱した概念。第４期科学技術基本計画
では「科学技術の成果を人と社会に役立てることを目
的に、根拠に基づく的確な予測、評価、判断を行い、
科学技術の成果を人と社会との調和の上で最も望まし
い姿に調整するための科学」と定義されている
